
 

 

 

平成１７年３月期  第１四半期財務・業績の概況(連結) 

平成 16 年８月５日 

 

会社名    (コ－ド番号：７７０５ 登録銘柄)

(URL http://www.gls.co.jp )   

問 合 せ 先      代表者役職・氏名 取 締 役 社 長  森  憲 司 ＴＥＬ：０３(５３２３)６６３３ 

 責任者役職・氏名 取締役総務部長  高橋 良彰  

 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
  

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 

  (内容) 

・連結（除外）1社 

 

２．平成 17 年３月期第１四半期財務・業績の概況(平成 16 年 4 月 1日～平成 16 年６月３０日) 

(注)記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 

(1)経営成績(連結)の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四 半 期 (当 期 ) 
純 利 益       

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％

17 年３月期第１四半期 4,448 (21.8) 355 (306.9) 354 (237.1) 180 (200.4)

16 年３月期第１四半期 3,653 (－) 87 (－) 105 (－) 60 (－)

(参考)1 6 年３月期 16,079 904 882  504

 

 
１株当たり四半期 

(当期)純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１ 株 当 た り 四 半 期
( 当 期 ) 純  利  益

 円    銭 円    銭

17 年３月期第１四半期 35 19 －    

16 年３月期第１四半期 11 28 －    

(参考) 1 6 年３月期 95 10 －    

 (注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、前第 1四半期に対する増減率であります。 
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［経営成績(連結)の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期におきましては、分析機器事業が前連結会計年度後半から水質市場の特需が引き続き好

調で業績を伸ばす要因となりましたが、半導体事業につきましては中国に設立した杭州泰谷諾石英有限

公司の立ち上げが遅れたことにより業績に影響を及ぼしました。 

この結果、当第１四半期の売上高は 4,448 百万円(前年同期比 21.8％増)となり、営業利益は 355 百万

円(前年同期比 306.9％増)、経常利益は 354 百万円(前年同期比 237.1％増)、四半期純利益は 180 百万

円(前年同期比 200.4％増)となりました。 

 

事業の種類別セグメントの概況は次のとおりであります。 

 

(分析機器事業) 

当事業においては、平成 16 年４月に施行された新水道法に関連した固相抽出装置(アクアトレース)

及び GC 水分析関連(TEKMAR P&T)が売上、受注ともに極めて順調に推移しました。消耗品においてもア

クアトレースに用いられる固相抽出類を中心に好調に推移し、試料調整容器関連も前期に引き続いて

順調に伸びました。これにより自社製品比率が高まり利益率の改善に繋がりました。この結果、売上

高は 3,361 百万円、営業利益は 321 百万円となりました。 

 

(半導体事業) 

半導体業界全体は、シリコンウエハーの大口径化にシフトする傾向などにより、昨年後半から連続

して半導体製造装置の受注額が前年実績を上回っており好調に推移しました。半導体メーカー各社は

積極的に設備投資を行い生産体制の拡充を図っておりますが、消耗部材の需要増加にはタイムラグが

あるため、当事業の売上への影響にはもう少し時間が掛かる見込みであります。この結果、売上高は

984 百万円、営業利益は 30 百万円となりました。 

 

(非接触 IC カード事業) 

当事業においては、入退室管理システムは前期からずれ込んだ案件のほかは大きな工事を含んだ案

件がなく、小規模システムの導入や増設を積み上げたものだけでした。他社機器組込み型デバイスは

当事業の製品を正式に採用する得意先が増えてきており、安定した事業に向かってきました。この結

果、売上高は 101 百万円、営業利益は 5百万円となりました。 

当業界での非接触 IC タグはその効果や課題についてアパレルや農業、出版、航空貨物など多方面で

実用化を見据えた実証実験が活発に行われるようになりました。当事業では従来の機能をグレードア

ップし、更に低価格化に対応した新機種「アイコード」を開発し、量産に向けた準備を進めております。 

 
(2)財政状態(連結)の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１ 株 当 た り 
株 主 資 本 

 百万円 百万円 ％    円    銭

17 年３月期第１四半期 21,902 11,372 51.9 2,215 84 

16 年３月期第１四半期 －  －  －  － － 

(参考) 1 6 年３月期 21,152 11,385 53.8 2,215 97 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円

17 年３月期第１四半期 221 △255 106 1,744 

16 年３月期第１四半期 －  －  －  －  

(参考) 1 6 年３月期 1,482 △129 △1,085 1,692 

(注) 財政状態(連結)の変動状況及び連結キャッシュ・フローの状況については、当四半期より開示して
おりますので、前年同四半期の実績は記載しておりません。 
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［財政状態(連結)の変動状況に関する定性的情報等］ 

①資産・負債及び資本の状況 

当第１四半期末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べて、現金及び預金が 160 百万円減

少しましたが、収益の回復により受取手形及び売掛金が 346 百万円増加し、中国に設立した杭州泰谷

諾石英有限公司の第２期工場建設工事として建設仮勘定 297 百万円が増加したため、資産合計では前

連結会計年度末に比べて 749 百万円の増加となりました。負債につきましては、上記中国の建設工事

や機械装置の設備資金として一時的なつなぎ資金短期借入金が前連結会計年度末に比べて 439 百万円

の増加となったため、負債合計では 802 百万円の増加となりました。また、資本合計につきましては

当第１四半期における純利益が 180 百万円となりましたが、為替換算調整勘定の影響もあり、前連結

会計年度末に比べて 12 百万円の減少となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期における現金及び現金同等物(以下｢資金｣という)は、前連結会計年度末の 1,692 百万

円から 51 百万円増加して、当第１四半期末には 1,744 百万円となりました。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第１四半期における営業活動による資金の増加は 221 百万円となりました。 

これは主に売上債権の増加 346 百万円や賞与引当金の減少 218 百万円がありましたが、収益の回復

により税金等調整前当期純利益が 354 百万円増加したことによります。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第１四半期における投資活動による資金の減少は 255 百万円となりました。 

これは主に中国に設立した杭州泰谷諾石英有限公司への機械装置設置工事等、有形固定資産の取得

による支出 265 百万円があったことによります。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第１四半期における財務活動による資金の増加は 106 百万円となりました。 

これは長期借入金の返済による支出 213 百万円や配当金の支払額 123 百万円がありましたが、短期

借入金による増加 462 百万円によります。 
 

○ 添付資料 

(要約)四半期連結貸借対照表、(要約)四半期連結損益計算書など 
以  上 

 
[参  考] 
 
平成 17 年３月期の連結業績予想(平成 16 年４月 1日～平成 17 年３月 31 日) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円

中  間  期 8,221 401 183 

通     期 17,262 1,167 570 

(参考)１株当たり予想当期純利益(通期)  111 円 08 銭 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

平成 16 年 5 月 17 日に発表の中間期及び通期の業績予想に変更はありません。 

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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〔添付資料〕 

 

１．(要約)四半期連結貸借対照表                         (単位：千円、％) 

前年同四半期 

(平成 16 年３月期

第１四半期末) 

当四半期 

(平成 17 年３月期

第１四半期末) 

増  減 
(参考) 

平成 16 年３月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

(資産の部)      

Ⅰ 流動資産      

１現金及び預金 － 2,967,906 － － 3,128,653

２受取手形及び売掛金 － 5,637,770 － － 5,291,593

３たな卸資産 － 3,483,631 － － 3,396,307

４繰延税金資産 － 138,426 － － 235,976

５その他 － 156,228 － － 129,831

貸倒引当金 － △69,043 － － △70,151

流動資産合計 － 12,314,919 － － 12,112,210

Ⅱ 固定資産     

１有形固定資産     

(1)建物及び構築物 － 3,208,566 － － 3,250,815

(2)機械装置及び運搬具 － 939,023 － － 976,639

(3)土地 － 2,695,424 － － 2,695,424

(4)建設仮勘定 － 300,497 － － 2,735

(5)その他 － 360,366 － － 339,706

有形固定資産合計 － 7,503,878 － － 7,265,321

２無形固定資産 － 184,565 － － 184,019

３投資その他の資産    

(1) 投資有価証券 － 710,079 － － 716,093

(2) 繰延税金資産 － 252,115 － － 225,916

(3) その他 － 1,037,501 － － 751,185

貸倒引当金 － △100,651 － － △101,770

投資その他の資産合計 － 1,899,045 － － 1,591,424

固定資産合計 － 9,587,489 － － 9,040,766

資産合計 － 21,902,408 － － 21,152,977
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(単位：千円、％) 

前年同四半期 

(平成 16 年３月期

第１四半期末) 

当四半期 

(平成 17 年３月期

第１四半期末) 

増  減 
(参考) 

平成 16 年３月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

(負債の部)      

Ⅰ 流動負債   

１支払手形及び買掛金 － 2,598,586 － － 2,379,857

２短期借入金 － 2,501,330 － － 2,062,702

３未払法人税等 － 86,901 － － 68,124

４未払消費税等 － 52,067 － － 91,262

５賞与引当金 － 168,262 － － 386,479

６その他 － 900,652 － － 421,619

流動負債合計 － 6,307,800 － － 5,410,045

Ⅱ 固定負債    

１長期借入金 － 1,043,367 － － 1,232,911

２再評価に係る繰延税金負債 － 129,517 － － 129,517

３退職給付引当金 － 232,377 － － 224,689

４役員退職金引当金 － 295,296 － － 291,048

５連結調整勘定 － 2,145 － － 2,316

６その他 － 343,557 － － 262,425

固定負債合計 － 2,046,262 － － 2,142,907

負債合計 － 8,354,062 － － 7,552,952

(少数株主持分)    

少数株主持分 － 2,175,425 － － 2,214,699

(資本の部)    

Ⅰ 資本金 － 1,040,875 － － 1,040,875

Ⅱ 資本剰余金 － 1,584,335 － － 1,584,335

Ⅲ 利益剰余金 － 9,259,804 － － 9,244,900

Ⅳ 土地再評価差額金 － △345,464 － － △345,464

Ⅴ その他有価証券評価差額金 － 97,150 － － 101,897
Ⅵ 為替換算調整勘定 － △73,193 － － △50,633

Ⅶ 自己株式 － △190,586 － － △190,586

資本合計 － 11,372,920 － － 11,385,324

負債、少数株主持分及び

資本合計 
－ 21,902,408 － － 21,152,977

(注)１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

２．〔添付資料〕として(要約)四半期連結貸借対照表を今年度より開示しているため、前年同四半期金額

及び増減金額、増減率の記載は省略しております。 
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２．(要約)四半期連結損益計算書                        (単位：千円、％) 

前年同四半期 
(平成 16 年３月期
第１四半期) 

当四半期 
(平成 17 年３月

期 
第１四半期) 

増  減 
(参考) 

平成 16 年３月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

Ⅰ 売上高 － 4,448,187 － － 16,079,468

Ⅱ 売上原価 － 3,051,029 － － 11,079,698

売上総利益 － 1,397,158 － － 4,999,770

Ⅲ 販売費及び一般管理費 － 1,041,365 － － 4,095,611
１貸倒引当金繰入額 － 1,034 － － 30,185
２給料手当 － 300,808 － － 1,144,361
３賞与引当金繰入額 － 72,504 － － 185,464
４退職給付引当金繰入額 － 28,346 － － 122,847
５役員退職金引当金繰入額 － 4,248 － － 17,434
６試験研究費 － 125,825 － － 516,546
７その他 － 508,598 － － 2,078,770

営業利益 － 355,792 － － 904,158

Ⅳ 営業外収益 － 17,544 － － 70,602
１受取利息 － 851 － － 5,171

２受取配当金 － 4,458 － － 6,212
３連結調整勘定償却 － 171 － － 684
４為替差益 － 379 － － 19,458
５その他 － 11,684 － － 39,075

Ⅴ 営業外費用 － 19,004 － － 91,962
１支払利息 － 9,252 － － 43,983

２たな卸資産廃棄損 － － － － 1,304
３たな卸資産評価損 － 7,384 － － － 
４匿名組合投資損失 － － － － 9,530
５開業費償却 － － － － 25,416
６その他 － 2,367 － － 11,726

経常利益 － 354,332 － － 882,799

Ⅵ  特別利益 － 2,280 － － 263,475
１固定資産売却益 － － － － 111
２投資有価証券売却益 － － － － 256,307
３貸倒引当金戻入益 － 2,280 － － 7,056

Ⅶ 特別損失 － 1,822 － － 176,079
１固定資産売却損 － 992 － － 2,380
２固定資産除却損 － 829 － － 17,457

３たな卸資産廃棄損 － － － － 96,043
４たな卸資産評価損 － － － － 48,981
５関係会社株式評価損 － － － － 6,481
６関係会社清算損 － － － － 1,881
７貸倒引当金繰入額 － － － － 852
８役員退職慰労金 － － － － 2,000

税金等調整前四半期 

(当期)純利益 
－ 354,791 － － 970,196

法人税、住民税及び事業税 － 89,735 － － 100,045

法人税等調整額 － 82,956 － － 381,762

少数株主利益又は少数株

主損失(△) 
－ 1,459 － － △16,431

四半期(当期)純利益 － 180,639 － － 504,819

(注)１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

  ２．〔添付資料〕として(要約)四半期連結損益計算書を今年度より開示しているため、前年同四半期金

額及び増減金額、増減率の記載は省略しております。 
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３．(要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書                    (単位：千円) 

 

前年同四半期 

(平成 16 年３月期

第１四半期) 

当四半期 

(平成 17 年３月期 

第１四半期) 

(参考) 

平成 16 年３月期 

区  分 金  額 金  額 金  額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

１税金等調整前四半期(当期)純利益 － 354,791 970,196
２減価償却費 － 144,074 642,780
３連結調整勘定償却額 － △171 △684
４賞与引当金の増加額(△は減少額)  － △218,217 40,291
５貸倒引当金の増加額(△は減少額) － △2,227 8,080
６退職給付引当金の増加額(△は減少額) － 7,688 49,245
７役員退職金引当金の増加額(△は減少額) － 4,248 △9,465
８受取利息及び受取配当金 － △5,310 △11,384
９支払利息 － 9,252 43,983
10 投資有価証券売却益 － － △256,307
11 関係会社株式評価損 － － 6,481
12 関係会社清算損 － － 1,881
13 固定資産売却損 － 992 2,380
14 固定資産除却損 － 829 17,457
15 売上債権の減少額(△は増加額) － △346,176 △623,827
16 たな卸資産の減少額(△は増加額) － △87,323 462,464
17 仕入債務の増加額(△は減少額) － 218,728 186,720
18 未払消費税等の増加額(△は減少額) － △39,194 △28,897
19 その他資産の減少額(△は増加額) － △12,456 17,615
20 その他負債の増加額(△は減少額) － 282,246 20,017
21 役員賞与の支払額 － △5,880 △180
22 その他 － △571 7,684

小    計 － 305,322 1,546,535

23 利息及び配当金の受取額 － 4,526 11,434
24 利息の支払額 － △9,197 △43,730
25 法人税等の支払額 － △79,296 △39,179
26 法人税等の還付額 － － 7,000

営業活動によるキャッシュ・フロー － 221,355 1,482,059

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   
１定期預金の預入れによる支出 － △262,041 △1,861,213
２定期預金の払戻しによる収入 － 273,582 1,821,477
３有形固定資産の取得による支出 － △265,929 △531,800
４有形固定資産の売却による収入 － 6,951 20,880
５無形固定資産の取得による支出 － △8,716 △37,798
６投資有価証券の取得による支出 － △2,000 △82,365
７投資有価証券の売却による収入 － － 456,011
８貸付による支出 － － △12,549
９貸付金の回収による収入 － 5,516 22,538
10 その他 － △2,515 75,739

投資活動によるキャッシュ・フロー － △255,153 △129,080
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(単位：千円) 

 

前年同四半期 

(平成 16 年３月期

第１四半期) 

当四半期 

(平成 17 年３月期 

第１四半期) 

(参考) 

平成 16 年３月期 

区  分 金  額 金  額 金  額 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  
１短期借入金の増加額(△は減少額) － 462,038 △369,861
２長期借入れによる収入 － － 576,395
３長期借入金の返済による支出 － △213,711 △933,140
４自己株式の取得による支出 － － △183,794
５配当金の支払額 － △123,262 △133,527
６少数株主への配当金の支払額 － △18,342 △41,646

財務活動によるキャッシュ・フロー － 106,721 △1,085,574

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － △21,230 △46,420

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額(△は減少額) － 51,693 220,983

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 － 1,692,728 1,471,744

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 － 1,744,421 1,692,728

(注)１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

２．〔添付資料〕として(要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書を今年度より開示しているため、 

前年同四半期の記載は省略しております。 

 

４．セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

当四半期                                    (単位：千円) 

 分析機器事業 半導体事業
非接触 I C

カード事業
計 消去又は全社 連  結 

売 上 高 
(1)外部顧客に対
する売上高 

3,361,879 984,720 101,586 4,448,187 － 4,448,187

(2)セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

12 31,990 － 32,002 (32,002) － 

計 3,361,891 1,016,710 101,586 4,480,189 (32,002) 4,448,187

営 業 費 用 3,039,991 986,146 96,255 4,122,392 (29,998) 4,092,394

営 業 利 益 321,900 30,564 5,331 357,797 (2,004) 355,792

(注) 四半期の〔事業の種類別セグメント情報〕を当四半期より開示しているため、前年同四半期の記載は

省略しております。 
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平成１７年３月期  第１四半期財務・業績の概況(個別) 

平成 16 年８月５日 

 

会社名  (コ－ド番号：７７０５ 登録銘柄)

(URL http://www.gls.co.jp )   

問 合 せ 先      代表者役職・氏名 取 締 役 社 長  森  憲 司 ＴＥＬ：０３(５３２３)６６３３ 

      責任者役職・氏名 取締役総務部長  高橋 良彰  

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 

② 最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

 
２．平成 17 年３月期第１四半期財務・業績の概況(平成 16 年 4 月 1日～平成 16 年６月 30 日) 
 

 (注)記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 
(1) 経営成績(個別)の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四 半 期 (当 期 ) 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

17 年３月期第１四半期 3,451 (28.4) 344 (357.2) 424 (155.7) 276 (114.3)

16 年３月期第１四半期 2,688 (－) 75 (－) 166 (－) 128 (－)

(参考)16 年３月期 12,105 866 948  623

 

 
１株当たり四半期 

(当期)純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１ 株 当 た り 四 半 期
( 当 期 ) 純  利  益

 円  銭 円  銭

17 年３月期第１四半期 53 86 －    

16 年３月期第１四半期 24 19 －    

(参考) 1 6 年３月期 117 93 －    

 (注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、前第 1四半期に対する増減率であります。 
 
 
(2)財政状態(個別)の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１ 株 当 た り 
株 主 資 本 

 百万円 百万円 ％    円   銭 

17 年３月期第１四半期 13,701 8,219 60.0 1,601 35 

16 年３月期第１四半期 － － － － 

(参考) 1 6 年３月期 13,539 8,114 59.9 1,578 67 
 

○ 添付資料 

(要約)四半期貸借対照表、(要約)四半期損益計算書 
以  上 

 
[参  考] 
平成 17 年３月期の個別業績予想(平成 16 年４月 1日～平成 17 年３月 31 日) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円

中  間  期 5,900 411 242 

通     期 12,495 996 551 

(参考)１株当たり予想当期純利益(通期)  107 円 43 銭 
 

［業績予想に関する定性的情報等］ 
平成 16 年 5 月 17 日に発表の中間期及び通期の業績予想に変更はありません。 
なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際
の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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〔添付資料〕 

 

１．(要約)四半期貸借対照表                           (単位：千円、％) 

前年同四半期 
(平成 16 年３月期
第１四半期末) 

当四半期 
(平成 17 年３月期
第１四半期末) 

増  減 
(参考) 

平成 16 年３月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

(資産の部)      

Ⅰ 流動資産      

１現金及び預金 － 1,510,599 － － 1,908,647

２受取手形 － 2,168,489 － － 1,512,788

３売掛金 － 2,114,791 － － 2,437,813

４たな卸資産 － 1,975,113 － － 2,004,562

５その他 － 157,451 － － 214,191

貸倒引当金 － △67,564 － － △68,746

流動資産合計 － 7,858,881 － － 8,009,256

Ⅱ 固定資産     

１有形固定資産     

(1)建物 － 1,368,955 － － 1,387,720

(2)土地 － 1,626,554 － － 1,626,554

(3)その他 － 454,150 － － 420,707

有形固定資産合計 － 3,449,660 － － 3,434,982

２無形固定資産 － 45,745 － － 42,258

３投資その他の資産    

(1) 投資有価証 － 1,459,839 － － 1,468,484

(2) 繰延税金資産 － 269,304 － － 259,790

貸倒引当金 － △70,621 － － △70,339

投資評価引当金 － △281,178 － － △281,178

投資その他の資産合計 － 2,347,251 － － 2,052,944

固定資産合計 － 5,842,658 － － 5,530,184

資産合計 － 13,701,539   13,539,441
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(単位：千円、％) 

前年同四半期 
(平成 16 年３月期
第１四半期末) 

当四半期 
(平成 17 年３月期
第１四半期末) 

増  減 
(参考) 

平成 16 年３月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

(負債の部)      

Ⅰ 流動負債   

１支払手形 － 1,573,069 － － 1,354,368

２買掛金 － 759,078 － － 801,549

３短期借入金 － 1,347,660 － － 1,484,406

４未払法人税等 － 84,696 － － 17,726

５未払消費税等 － 52,067 － － 64,469

６賞与引当金 － 107,311 － － 267,054

７その他 － 386,629 － － 283,125

流動負債合計 － 4,310,511 － － 4,272,700

Ⅱ 固定負債    

１長期借入金 － 327,970 － － 399,160

２退職給付引当金 － 174,740 － － 162,440

３役員退職金引当金 － 249,452 － － 247,170

４その他 － 419,840 － － 343,613

固定負債合計 － 1,172,003 － － 1,152,383

負債合計 － 5,482,515 － － 5,425,083

(資本の部)    

Ⅰ 資本金 － 1,040,875 － － 1,040,875

Ⅱ 資本剰余金 － 1,584,335 － － 1,584,335

Ⅲ 利益剰余金 － 6,042,024 － － 5,931,309

Ⅳ 土地再評価差額金 － △345,464 － － △345,464

Ⅴ その他有価証券評価差額金 － 87,841 － － 93,888

Ⅵ 自己株式 － △190,586 － － △190,586

資本合計 － 8,219,024 － － 8,114,357

負債・資本合計 － 13,701,539 － － 13,539,441

(注)１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

  ２．〔添付資料〕として(要約)四半期貸借対照表を今年度より開示しているため、前年同四半期金額 

及び増減金額、増減率の記載は省略しております。 
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２．(要約)四半期損益計算書                          (単位：千円、％) 

前年同四半期 
(平成 16 年３月期
第１四半期) 

当四半期 
(平成 17 年３月期
第１四半期) 

増  減 
(参考) 

平成 16 年３月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

Ⅰ 売上高 － 3,451,812 － － 12,105,713

Ⅱ 売上原価 － 2,330,363 － － 8,113,964

売上総利益 － 1,121,449 － － 3,991,748

Ⅲ 販売費及び一般管理費 － 776,611 － － 3,125,007

営業利益 － 344,838 － － 866,740

Ⅳ 営業外収益 － 93,053 － － 126,569

Ⅴ 営業外費用 － 13,141 － － 44,614

経常利益 － 424,750 － － 948,695

Ⅵ 特別利益 － 1,876 － － 195,352

Ⅶ 特別損失 － 505 － － 89,421

税引前四半期(当期)純利益 － 426,122 － － 1,054,626

法人税、住民税及び事業税 － 87,635 － － 26,045

法人税等調整額 － 62,037 － － 405,429

四半期(当期)純利益 － 276,450 － － 623,151

前期繰越利益 － 86,824 － － 70,279

土地再評価差額金取崩額 － － － － 9,130

四半期(当期)未処分利益 － 363,275 － － 702,561

(注)１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

２．〔添付資料〕として(要約)四半期損益計算書を今年度より開示しているため、前年同四半期金額及

び増減金額、増減率の記載は省略しております。 
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